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四国４県・東アジア輸出振興協議会
　徳島県、香川県、愛媛県、高知県の四国４県は、
2011年度に四国産品の海外販路開拓支援のため、
各県のジェトロとも連携して「四国４県・東アジ
ア輸出振興協議会」（以下、協議会）を設立しま
した。協議会を設立した理由には、各県単独の事
業展開では、どうしても予算規模やマンパワーに
限界があり、十分なPR効果もあげにくいという
ことがあります。これまでに中国・上海市での合
同商談会や中国バイヤー招へい商談会の開催、伊
勢丹シンガポールにおける四国フェアの開催な
ど、食品分野の販路開拓支援においてさまざまな
事業を実施してきましたが、４県連携で実施する
ことにより、規模のメリットを活かした効果的な
事業の実施や、４県での活発な意見交換、情報交
換を行うことができています。

シンガポール
Oishii JAPAN 2013への出展

　協議会では、今年度の事業として、クレアの海
外経済活動支援特別対策事業で助成を受けなが
ら、10月17日～19日にシンガポールで開催され
た「Oishii JAPAN 2013」に合同で出展しました。

「Oishii JAPAN 2013」は、毎年シンガポールで
開催されているASEAN最大級の日本食品の総合
見本市で、シンガポールがアジアの物流ハブとし
て機能していることを反映し、ASEANなど周辺
諸国からも多くのバイヤーが訪れることでも知ら
れています。今回、４県でそれぞれ参加企業を募
集した結果、徳島県３社、香川県４社、愛媛県５
社、高知県２社の計14社（団体）が参加すること
となりました。出展商品は幅広く、米・青果物か

ら菓子、水産加工品、調味料など、四国の素材を
活かしたおいしい食品が数多く出展されました。
シンガポールはもちろん、インドやマレーシア、
インドネシアなどからもバイヤーが訪れ、商品情
報をもとに事前にマッチングが行われたことも
あって、各企業はさまざまな国籍のバイヤーと有
意義な商談をすることができたようです。各国の
バイヤーたちも熱心で、日本にしかない、珍しい
ものに対して、非常に興味を示していました。

愛媛県の魚・讃岐うどんのPR
　「Oishii JAPAN 2013」の開催期間中には趣向
をこらしたさまざまなイベントも開催されまし
た。その内、17日には、現地の日本料理店による、
愛媛県の魚を使用した料理ショーが開催され、ま
ぐろの解体などに多くの観客が集まって熱心に見
入っていました。また最終日には讃岐うどんの手
打ち教室が開催され、子ども連れの家族で大変な
賑わいを見せ、親子で楽しそうにうどんを打つ姿
が見られました。手打ち教室の後にはうどんの試
食も行われ、徳
島県からすだち、
高知県からゆず、
愛媛県から塩と、
四国各県の特産
品も提供されて、
多くの方に四国
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の味を味わってもらうことができました。会場に
は、このほかにも日本のラーメンを提供するブー
スや、日本の酒をつまみとともに紹介するコー
ナーも設けられ、日本食品のPRに一役買ってい
ました。

マレーシア視察
　「Oishii JAPAN 2013」終了後、協議会では希望
者により、隣国マレーシアへの視察を実施しまし
た。マレーシアはシンガポールの隣国ですが、イ
スラム教徒が多いなど、国情はシンガポールとは
まったく違います。協議会としても未だ事業を実
施していない地域であり、今後の事業展開へつな
げていくための重要な視察と位置づけていました。
視察は、10月20日・21日の両日、「Oishii JAPAN 
2013」から引き続き参加した10社（団体）に加え、
行政など総勢25人が参加して行われました。

現地小売店視察
　視察の第１日目には、ミッドバレー・メガモー
ルおよびスリアKLCCの２つのショッピングモー
ルを視察しました。ミッドバレー・メガモールは
マレーシア最大級の巨大モールで、イオン（スー
パーマーケット）やイオンビッグ（ハイパーマー
ケット）が入っているほか、隣接するガーデンズ
と呼ばれるショッピングモールには、シンガポー
ル資本の高級スーパー・コールドストレージが入
居しています。イオンの視察にあたっては、日本
人の担当者に同行していただき、ハラル食品の取
り扱いなどさまざまな事情をご教示いただきまし
た。スリアKLCCは有名なペトロナス・ツインタ
ワーに隣接したモールで、伊勢丹が入居しており、
視察時には、日本名門酒会による日本酒フェアや
日本産の菓子類のフェアが開催されていて、視察
団はフェア関係者に質問したり、売り場を確認し
たりと思い思いに視察をしていました。

ジェトロ訪問・意見交換会の実施
　視察の２日目には、ジェトロ・クアラルンプー
ルセンターを訪問したほか、イオンマレーシアや

伊勢丹クアラルンプールの食品担当者との意見交
換会を開催しました。ジェトロでは、マレーシア
の概況のほか、日本食品の流通状況、ハラル認証
の問題などについて、ご説明をいただきました。
特にマレーシアのハラル認証は、イスラム教国の
中でも権威があり、中東でも通用するということ
がわかった一方で、ハラル認証を取得することの
難しさも教えていただきました。イオンや伊勢丹
との意見交換会では、両社のマレーシアでの戦略、
日本フェアの開催状況、売れ筋の日本食品やこれ
から期待する商品など興味深い話を数多く聞くこ
とができました。また、これら視察や意見交換会
を通じ、イスラム国家とはいえ、購買力のある中
国系を中心に日本酒やラーメンなどハラル以外の
市場の存在についても学ぶことができました。こ
の両社の店舗を前日に視察していることから、活

発に質疑応答が
行われ、より内
容の濃い意見交
換会とすること
ができたと思い
ます。

成果と課題
　「Oishii JAPAN 2013」への出展とマレーシア
への視察を通じ、海外バイヤーとの商談、四国産
品のPR、新たな市場に対する理解促進と、３つ
の面で効率よく成果を挙げることができたと思い
ます。課題は、やはり継続して四国産品をPRす
ることにより、ブランドの浸透を図ることでしょ
う。また各県がジェトロなどと連携し、企業の商
談継続に対し、十分な支援を行うことが求められ
ていると思います。さらには、ハラルに代表され
るような新たな市場への挑戦においても、企業の
ニーズを見極めながら、行政として積極的な対応
をしていきたいと考えています。四国４県・東ア
ジア輸出振興協議会では、今後も東アジア・東南
アジアを中心に、積極的な事業展開を図っていく
予定です。 
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